
ＴＴＣ提案山行実施記録表 
2016 年 11 月 15 日 報告者 ＴＳ 

山行名 雲取山(三条の湯～雲取山)             2017.1m 東京都 

実施日 平成 28年 11月 5日(土)～6日(日) 1泊 2日      公共交通機関 

天候/参加人数 天候 快晴 レベル★★☆ 参加人数 8名(男性 4名・女性 4名) 

パーティスタッフ CL/計画： SL： 会計： 救護： カメラ：  スタッフ名削除 

参加メンバー                        参加者氏名削除 

費用 1人/12,143円 本厚木～奥多摩 1,288円 奥多摩～お祭 760円 三条の湯 8,200円  

鴨沢～奥多摩 627円 奥多摩～本厚木 1,268円 

歩行時間 

休憩時間 

行動時間 

 

日  程 歩行時間 休憩時間 行動時間 行 程 

11/5(土) 
計画 3：35 0：50 4：25 お祭バス停～ 

三条の湯 実行 2：45 0：45 3：30 

11/6(日) 
計画 6：50 1：45 8：35 三条の湯～雲取山

～鴨沢バス停 実行 6：30 1：35 8：05 

実行コースタイム記録 

11月 5日(土) JR南武線   JR青梅線  西東京バス 0：30  0：45     0：30 

本厚木＝＝＝登戸＝＝＝立川＝＝＝奥多摩＝＝＝お祭バス停 …… 休憩 …… 塩沢橋 ……  トイレ休憩…… 

6：35   7：06-18 7：45－57 9：08-30  10：00-20 10：50-55 11：40－12：00昼食 12：30-40 

0：25    0：5     0：30  

広場中継地点 …… 林道終点 …… 三条の湯 

13：05-15     13：20    13：50 

11月 6日(日) 

    0：25  0：45   0：55    0：40      0：45     0：50        0：45 

三条の湯 …… 休憩 …… 休憩 …… 三条ダルミ …… 雲取山山頂 …… 奥多摩小屋 …… 七ツ石山 …… 

6：05   6：30-35  7：20-25  8：20-40   9：20-40    10：25-35   11：25-55昼食 

   1：25  西東京バス JR青梅線           JR横浜線 JR相模線 小田急 

休憩 …… 鴨沢バス停 ＝＝＝奥多摩＝＝＝立川＝＝＝八王子＝＝＝橋本＝＝＝厚木＝＝＝本厚木 

12：40-45 14：10-44  15：21-27 16：38-48 16：59  17：10-22 17：40  17：42 

コースの概要、特記事項、反省 

・11月 5日(土)は快晴予報と紅葉の時期なので奥多摩駅登山客の姿が大勢有り、丹波行バスも長蛇の列、臨時便が

出て手前の鴨沢西までと、思っていたがお祭まで行くとの事。15分歩かずに済んだ。お祭バス停から丹波方面へ少

し歩き後山林道へ入る。林道は単調な歩きだが、青い空と紅葉、黄葉と緑の風景を楽しみながら歩いた。途中、工

事事務所のコンテナの横に仮設トイレがあり、ご自由にお使い下さいと張り紙があったので、ありがたく使わせて

もらう。三条の湯に 13時 50分着、予約時には混んでいるとの事だったが、15畳の個室、ストーブが有り、マッチ

も一緒に置いてあった。毛布も布団も沢山あり。食事は竈炊きのご飯と宿の主人の自家製の味噌になめこが沢山入

った味噌汁は美味しかった。風呂も滑らかな湯で、良く温まり、2度入浴したメンバーが殆どだった。朝も湯が竈

で沸かしてあり、ご自由に汲んで下さいと漏斗も用意してあり、お茶の支度もしてあった。 

・11月 6日(日)も快晴の 6時 5分スタート 水無尾根を登り三条ダルミで 20分休憩をとり、山頂へ その間ずっ

と風が冷たかった。40分で山頂着 埼玉県側の立派な御影石？の標識 2017・1m 来年は 2017年なので、年賀状に

雲取山の写真使う人が多いのではないだろうか。避難小屋を経由して、石尾根を下る。暫くの間冠雪の美しい富士

山を見る事が出来て嬉しい。七ツ石山を登るときに、メンバーの E・Eさん疲れが出て、歩くのが辛そうに見えた

ので、救護係のＳ・Ｔさんがザックを持って、七ツ石山を登った。その後は E・Eさん、長い長い下り、快調に鴨

沢バス停まで歩かれた。14時 10分バス停着。14時 44分のバスで奥多摩駅に向かった。 

下りの道で猟友会の人達 15人くらいが上がって来たが、林道で出会った鹿は大分下のほうだったので、今回は撃た

れる心配はないと思った。 三条の湯の弁当のちらし寿司 彩もきれいで、容器にぎっしり詰まっていて、美味し

かった。２日間天気に恵まれ、メンバーの協力で、早く下山が出来た事に感謝申し上げます。      以上                                                    

 


